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1. ヤマノイモ科 Dioscorea tokoro の HL-60 増殖抑制活性物質の研究 




[方法] D. tokoro の塊茎 (図 1) を CH3CN にて抽出し、得られた抽出物を各種クロ
マトグラフィーにて分画した。HL-60 細胞は常法により培養し、単離した化合物は
各種機器分析を用いて構造を解析した。 
[結果および考察] D. tokoro 塊茎の CH3CN 抽出物より活性物質 1 種を単離し (図
2)、質量分析および NMR データの解析結果を文献と比較し、Protodioscin と同定
（研究科様式 博７添付） 
した  (図 3)。単離収率は 1.54 mg/g fresh weight、IC50 値は 5.1μM だった。
Protodioscin は既知化合物だが、D. tokoro からの単離は初めての知見である。なお、




2. ヤナギ科 Salix gilgiana の HL-60 増殖抑制活性物質の研究 




[方法] Salix gilgiana の枝 (図 4) の乾燥品を MeOH にて抽出し、得られた抽出物を
各種クロマトグラフィーにて分画した。なお、HL-60 増殖抑制活性試験および単離
化合物の構造決定は、1. と同様の方法で行った。 
[結果および考察] S. gilgiana のMeOH 抽出物より活性物質 3種を単離し (図 5, 6)、
質量分析および NMR データを文献値と比較し、7-ketositosterol、7β- 
hydroxysitosterol、7α-hydroxysitosterol と同定した (図 7)。なお、単離収率はそ
れぞれ、20、4.8、3.4 μg / g dry weight で、IC50 値は 45.6、31.3、8.4 μM だった。














するため 2,6-dichloroisonicotinic acid (INA) によるエリシター処理を行った。新生
化合物の単離は各種クロマトグラフィーにて行い、構造決定には質量分析および
NMR を用いた。重水素標識体[2Hm]Phlorizin および [2Hn]Phloretin (m、n は 2H の
標識数 ) を合成して培養植物への投与実験を行い、回収化合物をそれぞれ
[2Hx]Phloretin、[2Hy]Phlorizin （x、y は 2H の標識数）とし、投与化合物の移動や
代謝動向を回収化合物の HPLC 定量分析と質量分析により解析して求めた。 
[結果および考察] 培養植物には配糖体の Phlorizin が内在していた (図 10, 11) が、
0.6 mM INA でエリシター処理を行った (図 8) ところ Phloretin (図 9‐11) が新生
（研究科様式 博７添付） 
していた。そこで、新生する時期と量を知るため、INA 処理時の Phloretin と
Phlorizin 量を 7 日間にわたって定量した (図 11)。INA の溶解に使用した DMSO
のみで処理したものと比較した結果、DMSO 処理では、培地中に Phloretin および
Phlorizin が検出されなかったが、INA 処理では培養 1 日目から Phloretin が新生
し Phlorizin も増加していた (図 11, 12)。重水素標識体の取り込み実験では、[2Hm] 
Phlorizin を投与した植物体では、回収化合物中の[1H]Phlorizin を 100%とすると、
[2Hy]Phlorizin が占める割合は、DMSO 処理で 26%だったが INA 処理では 18%で
あり、また、[2Hm]Phlorizin に由来すると考えられる[2Hx]Phloretin が 40%検出さ
れた  (図 13)。次に [2Hn]Phloretin の投与実験を行った。植物体において、
[2Hn]Phloretin を投与した DMSO 処理では Phloretin は検出されなかったが、INA 
処理では新生した Phloretin の 26%が重水素化体であった。また[1H]Phlorizin を
100％とすると、[2Hy]Phlorizin の占める割合は、DMSO 処理では 17%、INA 処理




植物体中で検出されたことから、Phlorizin も Phloretin も培養植物表面を透過した
ことが示唆された。また、重水素化 Phlorizin 共存下の INA 処理で新生した
Phloretin が重水素化体を含んでいたことから、Phlorizin は Phloretin の前駆体の
一つであること、重水素化 Phloretin 共存下の DMSO 処理で重水素化 Phloretin が
検出されないのに Phlorizin が標識されていたことから、Phloretin は植物体に取り
込まれた後、DMSO 処理 (健常状態) ではほぼ全量が Phlorizin に変換 (非常に速
い反応) されること、が示唆された。また、INA 処理では健常状態より標識 Phlorizin 
量が相対的に少なかったことから、 Phloretin からPhlorizin への変換はDMSO 処
理の時よりも遅いか、あるいは Phlorizin の加水分解も起きていた (図 16) ことが
考えられた。 
ポリフェノール生合成経路から考察すると、 Phloretin と Phlorizin は、
4-Coumaroyl CoA からいくつかの過程を経て生成することが考えられる (図 15)。
本研究では、健常状態と誘導条件下での Phloretin と Phlorizin の相互変換の一部
を明らかにできた。文献より Phloretin と Phlorizin の各種生理活性を比較したと
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合成を誘導する条件を見出した。つぎに重水素標識した phloretin と phloridin を合成
し、培地に添加して代謝物動態を質量分析にて追跡した。その結果、健常な培養植物
では phloretin が配糖体化を受け phloridin として蓄積されるが、エリシター処理下で
は phloretin の配糖体化とともに phloridin の加水分解も起こることを見出した。本研
究により、リンゴ培養植物実験系はその二次代謝研究に有用であることが示され、本
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